
二
○
一
九
年
の
夏
、
大
阪
の
天
保
山
に
あ
る
大
阪
文
化
館
で
は
『
皇
国
ド
ラ
え
も
ん
展
○
ｍ
シ
ズ
易
ｇ
Ｓ
』
が
催
さ
れ
た
。
会
田
誠
、

梅
佳
代
、
し
り
あ
が
り
寿
、
奈
良
美
智
、
蜷
川
実
花
、
福
田
美
蘭
、
増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
、
町
田
久
美
、
村
上
隆
、
森
村
泰
昌
、
山
口
晃

ら
、
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
な
ど
の
領
域
で
現
代
の
日
本
を
代
表
す
る
芸
術
家
た
ち
に
よ
る
ド
ラ
え
も
ん
の
今
日
的
な
解
釈
や
再
構
築
を
目

論
む
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
同
じ
く
大
阪
に
あ
る
阪
急
う
め
だ
本
店
で
は
『
放
映
四
五
周
年
特
別
企
画
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
展
』

が
同
時
期
に
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
ま
た
国
民
的
な
人
気
と
知
名
度
を
誇
る
ア
ニ
メ
作
品
の
特
別
企
画
展
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
来
場

者
を
集
め
て
い
た
。
同
展
で
は
、
こ
の
ア
ニ
メ
の
制
作
現
場
の
裏
側
を
見
せ
る
よ
う
な
展
示
の
他
、
設
定
画
や
セ
ル
画
、
宮
崎
駿
や
高
畑

勲
と
と
も
に
作
品
の
制
作
に
携
わ
っ
た
小
田
部
羊
一
の
原
画
の
展
示
な
ど
も
あ
り
、
老
若
男
女
を
問
わ
な
い
大
規
模
な
フ
ァ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
一
九
七
四
年
の
初
放
映
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
再
放
送
や

各
種
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
だ
に
高
い
興
味
や
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
う
か
が
え
る
。

｜
問
題
の
所
在

ハ
イ
ジ
は
ど
ん
な
少
女
か
．
続

ｌ
『
楓
物
語
』
の
こ
と
ば
と
表
現
Ｉ

中

村

一

夫

二
○
一
九
年
度
日
本
語
学
ゼ
ミ
生
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さ
て
、
ア
ニ
メ
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
は
一
九
世
紀
後
半
に
執
筆
、
出
版
さ
れ
た
ョ
ハ
ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ
の
児
童
文
学
を
原
作

と
し
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
一
八
八
○
年
に
第
一
部
、
一
八
八
一
年
に
第
二
部
が
刊
行
）
。
幼
少
期
か
ら
結
婚
後
ま
で
過

ご
し
た
ヒ
ル
ッ
ェ
ル
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
の
生
活
を
通
し
て
、
シ
ュ
ピ
リ
は
ス
イ
ス
を
主
舞
台
と
す
る
こ
の
物
語
を
書
き
上
げ
た
。
日
本

に
お
い
て
も
、
原
作
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
を
お
か
ず
に
こ
の
作
品
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
移
し
い
数
の
翻
訳
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
世
に
出
た
も
の
と
し
て
、
野
上
弥
生
子
が
訳
出
し
た
『
ハ
イ
ヂ
』
（
家
庭
読
物
刊
行
会
）

が
あ
る
。
世
界
少
年
文
学
名
作
集
の
中
の
一
冊
と
し
て
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
公
に
さ
れ
た
も
の
で
、
英
語
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
が
、

後
に
陸
続
と
も
の
さ
れ
る
翻
訳
や
関
連
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
野
上
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
か
ら
翌
年
一

月
ま
で
新
し
い
抄
訳
「
長
編
童
話
ア
ル
プ
ス
の
山
の
娘
ｌ
マ
ダ
ム
・
ス
ピ
リ
に
よ
る
ｌ
」
を
「
婦
人
之
友
」
に
掲
載
し
、
そ
の
連
載

で
省
略
し
た
と
こ
ろ
を
補
っ
た
上
で
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月
に
岩
波
文
庫
か
ら
『
ア
ル
プ
ス
の
山
の
娘
（
ハ
イ
ヂ
）
』
を
出
版

し
た
。
こ
の
書
が
ア
ニ
メ
版
の
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
も
ま
た
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
野
上
の
最
初
の
翻
訳
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
、
あ
ま
た
の
ハ
イ
ジ
本
の
中
に
あ
っ
て
、
や
や
奇
矯
な
る
訳

書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
山
本
憲
美
の
手
に
な
る
『
楓
物
語
』
（
福
音
書
館
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
で
は
、
明
治
・
大
正
期
の
翻
訳

に
よ
く
見
ら
れ
た
手
法
、
す
な
わ
ち
作
中
人
物
名
を
日
本
の
名
前
に
置
き
換
え
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
書
名
に
あ
る
「
楓
」
は
主
人
公

ハ
イ
ジ
の
名
前
で
あ
る
。
以
下
、
主
要
な
登
場
人
物
名
を
記
す
と
、
弁
太
（
ペ
ー
タ
ー
）
、
久
良
子
（
ク
ラ
ラ
）
、
古
井
（
ロ
ッ
テ
ン
マ
イ

ア
ー
）
、
本
間
（
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
﹇
ク
ラ
ラ
の
父
﹈
）
、
倉
瀬
（
ク
ラ
ッ
セ
ン
﹇
ク
ラ
ラ
の
主
治
医
﹈
）
、
柴
田
（
ゼ
バ
ス
チ
ャ
ン
﹇
本
間
家
使

用
人
﹈
）
、
伊
達
（
デ
ー
テ
﹇
ハ
イ
ジ
の
叔
母
﹈
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
中
人
物
に
似
つ
か
わ
し

い
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
舞
台
は
ス
イ
ス
と
ド
イ
ツ
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
幾
ば
く
か
の
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
否
め
な
い
が
、
こ
れ

が
当
時
の
翻
訳
の
方
法
論
と
し
て
通
行
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
物
語
に
登
場
す
る
楓
（
ハ
イ
ジ
）
や
久
良
子
（
ク
ラ
ラ
）
ら
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描
出
さ
れ
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て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
あ
り
よ
う
は
、
他
の
ハ
イ
ジ
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
翻
訳
と
し
て
選
び
取
ら
れ
た
表
現
そ
の
も
の
に
も
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
山
本
憲
美

の
翻
訳
も
ま
た
野
上
版
と
同
じ
く
英
語
版
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
表
現
の
特
異
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
一
例
を
示
す
。

關
圃
】
お
ぢ
い
さ
ん
、
あ
た
し
こ
こ
に
寝
て
よ
。
ふ
か
ふ
か
し
て
と
て
も
い
い
寝
床
よ
・
で
も
シ
ー
ツ
あ
っ
て
。
お
ぢ
い
さ
ん
。

ｍ
幽
出
あ
た
い
、
此
処
へ
寝
る
よ
！
好
い
処
だ
！
祖
父
さ
ん
、
来
て
御
覧
よ
！
好
い
よ
！
あ
た
い
、
蒲
団
を
造
ら
へ
ら
あ
。

叔
母
の
デ
ー
テ
に
連
れ
ら
れ
て
、
初
め
て
ア
ル
ム
の
山
を
訪
れ
た
ハ
イ
ジ
は
、
初
対
面
の
祖
父
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
お
お
ら
か
に
振

る
舞
っ
て
い
る
。
こ
の
会
話
か
ら
天
真
燗
漫
な
ハ
イ
ジ
の
姿
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
る
で
高
貴
な
お
嬢
様
の
よ
う

な
言
葉
遣
い
を
す
る
野
上
版
ハ
イ
ジ
に
対
し
て
、
山
本
版
の
楓
（
ハ
イ
ジ
）
は
下
町
の
威
勢
の
い
い
娘
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
れ

が
二
○
○
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ハ
イ
ジ
本
（
上
田
真
而
子
訳
）
で
は
「
こ
こ
。
わ
た
し
、
こ
こ
で
寝
る
！
」
と
五
歳
児
ら
し
い
台
詞
に
な
っ

て
い
る
。
ハ
イ
ジ
の
自
称
詞
が
「
あ
た
い
」
「
あ
た
し
」
「
わ
た
し
」
と
三
つ
の
翻
訳
で
異
な
っ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現

か
ら
は
別
の
人
格
、
性
質
、
属
性
を
持
っ
た
少
女
像
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
文
末
の
表
現
に
も
違
い
が
見
て
取
れ
る
。

野
上
版
に
現
れ
る
「
て
」
「
よ
」
な
ど
の
終
助
詞
は
女
性
性
を
強
く
想
起
さ
せ
る
物
言
い
で
あ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
て
」
の
項

に
は
、
「
連
用
形
を
受
け
て
上
昇
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
い
、
質
問
・
反
問
等
を
表
わ
す
女
性
語
。
優
し
さ
と
親
し
み
が
感
じ
ら
れ

る
」
「
連
用
形
を
受
け
て
『
て
よ
』
の
形
で
、
自
分
の
意
見
や
判
断
を
伝
え
る
女
性
語
。
←
っ
て
よ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
っ
て
よ
」
の

項
で
は
、
「
形
容
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
話
し
手
自
身
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
…
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ま
り
断
定
的
で
な
く

聞
き
手
に
強
く
言
う
い
い
方
。
東
京
な
ど
で
若
い
女
性
が
用
い
た
。
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
『
よ
』
が
高
い
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
あ

る
程
度
成
熟
し
た
女
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
語
と
し
て
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
っ
て
よ
」
は
明
治
時
代
の
女
学
生
が
使
っ
た
い

わ
ゆ
る
「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
当
時
、
女
性
の
こ
と
ば
と
し
て
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

山
本
版
で
は
「
寝
る
よ
」
「
好
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
「
用
言
十
よ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
寄
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り
の
中
性
的
な
物
言
い
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
性
的
な
存
在
と
な
る
以
前
の
少
女
（
あ
る
い
は
幼
女
）
で
あ

る
楓
（
ハ
イ
ジ
）
の
あ
り
よ
う
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

文
学
科
日
本
文
学
・
文
化
コ
ー
ス
（
専
攻
）
の
日
本
語
学
ゼ
ミ
（
中
村
担
当
）
で
は
、
前
年
度
（
二
○
一
八
）
開
講
の
「
日
本
文
学
・

文
化
演
習
Ⅱ
」
西
年
次
生
対
象
）
に
お
い
て
、
翻
訳
さ
れ
た
海
外
小
説
言
冨
目
画
普
冨
『
用
目
』
一
八
八
○
年
〜
一
八
八
一
年
）

に
現
れ
る
役
割
語
や
属
性
表
現
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
主
た
る
調
査
対
象
は
一
九
三
○
年
代
と
二
○
○
○
年
代
に
刊
行
さ
れ
た

二
つ
の
翻
訳
で
あ
る
。
一
つ
は
噴
矢
と
も
言
え
る
野
上
弥
生
子
の
作
品
、
も
う
一
つ
は
二
○
○
○
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
新
し
い
上
田
真

而
子
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
結
び
つ
く
特
定
の
表
現
（
役
割
語
や
属
性
表
現
）
お
よ
び
外
来
語
や
表
記

な
ど
に
注
目
し
、
時
代
を
異
に
す
る
翻
訳
者
の
手
に
な
る
同
作
品
の
表
現
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
大
正
時
代
の
翻
訳
の
あ
り
よ
う
や
日
本

マ

（

１

１

）

語
が
内
包
す
る
文
化
的
な
分
類
法
（
発
想
や
享
受
、
影
響
）
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
た
。
本
稿
は
こ
の
前
年
度
の
調
査
に
続
く
も
の
で

あ
る
。
今
年
度
の
主
た
る
調
査
対
象
は
大
正
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
山
本
憲
美
の
『
楓
物
語
』
（
一
九
二
五
年
）
で
あ
る
。
前
年
度
に
調
査

し
た
野
上
弥
生
子
と
上
田
真
而
子
の
作
品
も
比
較
対
象
と
し
た
。
独
自
の
視
点
、
文
体
を
持
つ
と
予
想
さ
れ
る
山
本
憲
美
の
翻
訳
の
特
質

を
考
え
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
前
年
度
に
扱
っ
た
二
つ
の
作
品
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
三
人
の
翻
訳
者
の
作
品
の
捉
え
方
と
と
も
に
時

を
隔
て
た
と
こ
ろ
に
あ
る
近
現
代
の
日
本
語
の
あ
り
よ
う
、
さ
ら
に
は
各
翻
訳
の
時
代
的
な
特
性
を
も
掬
い
取
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以

下
の
記
述
は
受
講
生
に
よ
る
報
告
、
質
疑
応
答
、
議
論
の
中
で
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
各
自
の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
さ
れ

た
内
容
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
成
果
の
一
部
を
報
告
す
る
。

今
回
の
調
査
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

二
調
査
の
対
象
と
方
法
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山
本
憲
美
訳
『
楓
物
語
』
（
福
音
書
館
、
一
九
二
五
年
、
彦
号
”
ミ
巳
．
ご
巳
崩
。
弓
冒
す
且
言
貧
呂
白
ご
皇

右
の
原
著
作
は
入
手
、
閲
覧
が
困
難
な
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
。

本
文
を
引
用
す
る
際
に
は
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
比
較
の
た
め
に
使
用
し
た
翻
訳
（
二
○
一
八
年
度
の
調
査
対
象
）

野
上
弥
生
子
訳
『
ア
ル
プ
ス
の
山
の
娘
（
ハ
イ
ヂ
）
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
初
版
、
調
査
で
は
二
○
○
九
年
三
一
刷
を
使
用
）

上
田
真
而
子
訳
『
ハ
イ
ジ
上
・
下
』
（
岩
波
少
年
文
庫
、
二
○
○
三
年
）

本
年
度
の
調
査
に
参
加
し
た
「
日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
」
の
受
講
生
は
、
日
本
語
学
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
部
四
年
次
生
十
四
名
で
あ

る
。
以
下
に
彼
ら
の
氏
名
を
記
す
。
な
お
学
生
の
指
摘
を
記
す
場
合
は
、
彼
ら
の
姓
の
み
を
明
示
す
る
。

石
澤
茉
奈
・
上
田
雅
・
内
田
渉
太
・
大
貫
諭
史
・
小
原
晶
紀
・
グ
ル
ゲ
ン
ッ
Ⅱ
ル
ー
カ
ス
・
清
水
彩
花
・
菅
沼
彩
乃
・
竹
ノ
谷
陸
・

中
島
茉
美
・
平
野
裕
奈
・
平
間
雅
淑
・
宮
崎
大
輔
・
三
好
勇
介

続
い
て
調
査
の
手
順
を
示
す
。
春
期
で
は
役
割
語
に
関
わ
る
表
現
、
秋
期
で
は
特
徴
的
な
表
記
、
表
現
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
。

ｌ

山

本

版

を

そ

れ

ぞ

れ

の

受

講

者

で

分

担

す

る

。

２
各
自
の
担
当
す
る
箇
所
か
ら
、
属
性
に
関
わ
る
表
現
を
抜
き
出
し
て
い
く
。
特
に
会
話
文
の
中
に
現
れ
る
人
称
詞
（
固
有
名
は

含
め
な
い
）
と
文
末
の
表
現
に
着
目
し
、
役
割
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
発
話

者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
（
性
別
・
年
齢
・
性
格
・
職
業
な
ど
）
で
あ
る
か
を
正
確
に
把
握
し
て
お
く
。
ま
た
会
話
以
外
の
地
の
文

に
、
特
定
の
人
物
像
を
う
か
が
わ
せ
る
表
現
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
抜
き
出
し
て
お
く
。
文
末
の
表
現
に
つ
い
て
は
認
定
の
難
し
い

も
の
も
あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
自
立
語
一
語
を
含
む
一
文
節
を
取
り
出
す
よ
う
に
し
た
。

３
２
で
抽
出
し
た
も
の
を
、
人
称
詞
・
文
末
表
現
・
そ
の
他
と
項
目
ご
と
に
分
け
て
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
、
コ
ー
パ
ス
と
し
て
使

は
次
の
二
編
で
あ
る
。

用
で
き
る
形
に
整
え
る
。
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受
講
し
た
学
生
に
は
春
期
、
秋
期
で
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
、
合
計
四
回
の
報
告
を
課
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
楓
物
語
』
の
こ
と
ば
と

表
現
に
関
し
て
議
論
を
深
め
て
い
っ
た
。
今
年
度
も
調
査
の
た
め
に
各
自
が
担
当
箇
所
の
コ
ー
パ
ス
を
作
成
し
た
が
、
翻
訳
の
問
題
や
役

割
語
、
属
性
表
現
な
ど
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
有
益
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
演
習
で
構
築
し
た
コ
ー
パ
ス
と
あ
わ
せ
て
、
紙

媒
体
あ
る
い
は
電
子
媒
体
で
公
開
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

近
年
、
経
験
的
に
獲
得
さ
れ
た
潜
在
的
イ
メ
ー
ジ
に
根
ざ
す
表
現
を
役
割
語
と
呼
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
現
象
と
し
て
、

広
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
方
面
の
研
究
を
領
導
し
て
き
た
金
水
敏
は
役
割
語
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

あ
る
特
定
の
言
葉
づ
か
い
（
語
彙
・
語
法
・
言
い
回
し
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
聞
く
と
特
定
の
人
物
像
（
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
階
層
、
時
代
、
容
姿
・
風
貌
、
性
格
等
）
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
あ
る
い
は
あ
る
特
定
の
人
物
像
を
提
示
さ

れ
る
と
、
そ
の
人
物
が
い
か
に
も
使
用
し
そ
う
な
言
葉
づ
か
い
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
そ
の
言
葉
づ
か
い
を
「
役

割
語
」
と
呼
ぶ
。
（
金
水
敏
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語
役
割
語
の
謎
』
二
○
○
三
年
）

役
割
語
は
必
ず
し
も
実
際
に
や
り
と
り
さ
れ
る
現
実
的
日
常
的
な
話
し
方
を
写
し
取
る
も
の
で
は
な
い
。
特
定
の
表
現
が
特
定
の
人
物

４
こ
れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
、
登
場
す
る
人
物
ご
と
に
属
性
、
性
質
と
表
現
の
相
関
関
係
を
見
出
だ
し
て
い
く
。
特
に
役
割
語
や

属
性
表
現
と
し
て
認
め
ら
れ
る
表
現
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
い
く
。

５
山
本
版
で
は
、
使
用
す
る
語
種
（
と
り
わ
け
外
来
語
）
や
漢
字
表
記
に
付
さ
れ
る
ル
ビ
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
な
ど
に
特
徴
的
な
も
の

が
確
認
で
き
る
た
め
、
右
の
調
査
と
並
行
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
抽
出
、
整
理
し
た
後
に
、
特
徴
を
明
ら
か
に
す
べ
く
考
察
の

三
役
割
語
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
読
み
解
く

対
象
と
す
る
。
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さ
て
、
と
り
わ
け
役
割
語
と
し
て
よ
く
機
能
す
る
も
の
が
人
称
詞
と
文
末
に
現
れ
る
表
現
で
あ
る
。
『
日
本
語
学
大
事
典
』
（
二
○
一
八

年
）
の
「
役
割
語
」
（
金
水
敏
担
当
）
の
項
目
に
は
、
「
日
本
語
の
場
合
、
一
人
称
代
名
詞
、
お
よ
び
存
在
動
詞
・
断
定
辞
・
ア
ス
ペ
ク
ト

形
式
・
終
助
詞
等
の
述
語
形
式
が
有
力
な
役
割
語
の
指
標
と
な
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
感
動
詞
・
間
投
詞
、
命
令
表
現
等
が
重
要
で
あ
る
。
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
私
が
し
ま
す
」
「
僕
が
す
る
よ
」
「
わ
た
く
し
が
い
た
し
ま
す
わ
」
「
俺
が
や
る
ぜ
」
な
ど
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
伝
達
さ
れ
る
内
容
は
同
一
で
も
、
そ
れ
を
語
る
人
物
像
は
人
称
代
名
詞
と
述
語
形
式
に
よ
っ
て
明
確
に
異
な
る
も
の
が
想
起
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
、
ハ
イ
ジ
や
ペ
ー
タ
ー
、
ク
ラ
ラ
た
ち
が
複
数
の
翻
訳
で
い
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
人

物
と
し
て
造
形
、
描
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。

分
類
、
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

像
や
属
性
な
ど
と
結
び
つ
く
と
い
う
知
識
を
共
有
し
て
い
る
点
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
種
の
類
型
化
さ
れ
た
経
験
知
の
こ
と
を
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
と
言
う
が
、
役
割
語
は
そ
れ
と
強
く
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
類
型
化
、
典
型
化
に
よ
っ
て
物
事
の
本
質
を
暴
く
こ
と

が
あ
る
一
方
で
、
時
に
は
先
入
観
や
固
定
観
念
、
偏
見
な
ど
と
も
容
易
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
、
事
実
、
現
在
で
は
社
会

（

２

）

通
念
上
許
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
表
現
が
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
て
い
た
。

で
は
、
役
割
語
か
ら
何
を
読
み
取
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
単
な
る
作
中
人
物
論
、
作
品
論
と
い
っ
た
個
別
的
な
解

釈
あ
る
い
は
印
象
批
評
に
留
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
調
査
、
考
察
を
行
う
上
で
、
「
日
本
語
史
上
の
事
実
を
踏
ま
え
る
こ
と
」
「
個
別

的
な
人
物
論
で
は
な
く
、
属
性
を
型
と
し
て
一
般
化
、
抽
象
化
す
る
こ
と
」
と
い
う
二
点
に
特
に
留
意
し
た
。
ま
ず
前
者
、
語
誌
を
抑
え

る
の
は
役
割
語
と
し
て
成
立
す
る
経
緯
を
知
る
上
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
文
学
論
で
は
な
い
の
で
、
作
中
人
物
そ

の
も
の
の
個
別
的
な
評
価
を
行
う
の
で
は
な
い
。
調
査
対
象
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
属
性
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ま
と
っ
て
い
る
の
か
、
い

わ
ゆ
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
元
型
・
祖
型
）
を
睨
み
な
が
ら
考
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
定
延
利
之

（

３

）

の
い
う
、
役
割
語
に
対
応
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
概
念
に
従
っ
て
、
『
楓
物
語
』
を
含
む
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の
人
々
を
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本
節
で
は
、
特
に
作
中
人
物
が
会
話
で
使
用
す
る
人
称
代
名
詞
を
ア
ー
キ
タ
イ
プ
と
の
関
わ
り
で
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
見
定
め
る
こ
と
に
す
る
。
日
本
語
の
一
人
称
代
名
詞
に
は
「
わ
た
し
・
ぼ
く
・
お
い
ら
．
あ
た
し
・
お
れ
・
わ
し
」
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
見
聞
き
す
る
だ
け
で
話
し
手
の
人
物
像
が
思
い
浮
か
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。
人
称
代
名
詞
が
導
く
人
物
像
と
は
、
先
の
金
水
の
役

割
語
の
定
義
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
「
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
階
層
、
時
代
、
容
姿
・
風
貌
、
性
格
」
な
ど
の
属
性
が
関
わ
っ
て
お
り
、
社

会
的
な
存
在
と
し
て
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
か
が
炎
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
一
人
物
に
異
な
る
人
称
代
名
詞
の

使
用
が
見
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

（

４

）

次
頁
の
表
は
、
金
水
（
二
○
一
八
）
が
提
示
し
た
観
点
を
踏
襲
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
金
水
は
役
割
語
を
拡
張
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
言
語
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
さ
ら
に
物
語
の
構
造
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
分
類
と
い
う
観
点
か
ら
、
宮
崎
駿
や
村
上
春
樹
の
作
品
分

（

５

）

析
を
試
み
た
。
金
水
は
そ
こ
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
主
人
公
及
び
準
主
人
公
（
ク
ラ
ス
ー
）
、
メ
ン
タ
ー

や
同
調
者
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
、
影
な
ど
と
い
っ
た
個
性
を
持
っ
た
脇
役
（
ク
ラ
ス
２
）
、
そ
し
て
ほ
ぼ
数
回
の
登
場
し
か
な
い
も
の

（
ク
ラ
ス
３
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
ー
の
人
物
は
奇
抜
な
特
徴
付
け
は
行
わ
れ
ず
、
言
葉
使
い
も
標
準
語
を
基
調
と
す
る
、
ク
ラ

ス
２
は
個
性
的
ゆ
え
典
型
的
な
役
割
語
（
ず
ら
し
．
重
ね
・
ユ
ニ
ー
ク
）
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
、
ク
ラ
ス
３
は
無
難
な
役
割
語
を
使
用

す
る
こ
と
が
基
本
と
す
る
と
い
う
指
摘
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
『
楓
物
語
』
に
当
て
は
め
る
と
、
楓
は
ク
ラ
ス
ー
で
、
お
ん
じ
以
下
は
ク
ラ

ス
２
と
な
る
（
本
稿
で
は
ク
ラ
ス
３
は
省
略
に
従
う
）
。
た
だ
し
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
は
物
語
の
主
舞
台
が
都
会
で
は
な
い
た

め
、
右
の
設
定
が
そ
の
ま
ま
有
効
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
「
山
」
と
「
都
会
」
と
い
う
対
立
軸
を
意
識
す
る
と
、
そ
こ
に
は
役

割
語
と
連
動
す
る
使
い
分
け
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
山
」
に
住
む
人
々
が
比
較
的
特
徴
の
濃
い
話
し
方
を
す
る
の
に
対

し
、
「
都
会
」
に
住
む
人
々
が
標
準
語
を
使
う
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
そ
し
て
原
則
的
に
標
準
語
を
使
う
人
物
は
、
楓
た
ち
か
ら
は
遠
い

立
ち
位
置
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
三
つ
の
翻
訳
に
お
い
て
ほ
ぼ
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
ハ
イ
ジ
の
叔
母
の
デ
ー
テ
が
野
上
版
、
上
田
版
に
お
い
て
主
に
標
準
語
を
使
用
す
る
の
は
、
彼
女
が
楓
や
山
の
人
々
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アーキタイプ 訳者 自称詞名前 言硲

あたし・あたしたち,わたし 女ことば（俗） ・標憩隠野上

ハイジ（楓） 山本 あたい・あたし・あたしたち 女ことば（俗）主人公

上田 標単語わたし‘わたしたち

野上 老人路わし・わたし
’

山本 男ととば・標鵡賂おれ・おじいさん,わたくしおんじ メンター

上田 わし 老人路

男ことば（少年鮪）野上 ぼく

ぼくペーター（弁太） 山本 男ことば（少年寵）トリックスター

上田 男ことばおれ

野上 わたし・わたしたち 標鎚語

クララ（久良子） 同調者 山本 女ことば（俗） ・標竃略あたし・わたし

上田 わたし・わたしたち・わたくし 標遁鰭

野上 わたし・わたくしども 標電路

ロッテンマイア－（古井） 敵対者・影 山本 わたし・わたくし・わたくしたち 標翠路

標箪語上田 わたくし・わたくしたち

野上 標準路わたし・わたくし

標準路・女ことばクララ祖母 山本 わたし・あたし・おばあさんメンター

上田 わたし 標畑語

野上 わたし・ぼく ・おれ 男ことば､標準路

ゼーゼマン（本間） 同調者 山本 わたし・ぼく ・わし・おとうさま 男ことば・標単語

わたし・ぼく 男ことば・標単語上田

標準鰯野上 わたし・われわれ

クラッーセン（倉瀬） 山本 ぼく ・わし・わたし 男ことば・老人館・標車隠メンター

上田 ぼく 男ことば

わたし・ぼく ・おれ・てまえ野上 男ことば

ゼパスチャン（柴田） 山本 わたくし・ぼく ・おれ 男ことばトリックスター

わたし、ぼく ・わたくし・おれさま 男ことば上田

野上 わたし・わたくし 標電路

デーテ（伊達） 敵対者 山本 標準露・女ことば（俗）あたし・わたし・わたくし

上田 標軍寵わたし、わたくし

と
対
立
的
な
位
置
に
い
る
こ
と
を
よ

く
示
し
て
い
る
。
他
方
、
山
本
版
の

伊
達
で
は
「
わ
た
し
」
「
わ
た
く
し
」

と
と
も
に
「
あ
た
し
」
が
使
わ
れ
て

い
る
。
平
間
は
伊
達
が
都
会
の
属
性

を
身
に
纏
い
つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
に

横
柄
、
活
発
な
人
柄
を
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
報
告
し
た
。
宮
崎

も
同
じ
く
伊
達
に
関
し
て
、
彼
女
が

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
古
井

（
ロ
ッ
テ
ン
マ
イ
ア
－
）
と
会
話
す

る
際
に
は
「
あ
そ
ば
す
」
を
多
用
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
伊
達
が
「
山
」

と
「
都
会
」
の
境
界
線
上
を
行
き
来

す
る
人
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
証
左

と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
次
に
考
え
る

べ
き
は
、
そ
の
基
本
的
な
図
式
の
中

に
あ
っ
て
『
楓
物
語
』
が
ど
う
い
う

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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だ
か
ら
私
（
あ
た
し
）
が
云
っ
た
の
よ
・
此
処
み
た
い
に
良
い
処
は
世
界
中
に
な
い
っ
て
（
山
本
・
三
六
○
）

わ
た
し
が
い
っ
た
と
お
り
で
し
よ
？
（
中
略
）
ア
ル
ム
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
が
世
界
じ
ゅ
う
で
い
ち
ば
ん
い
い
っ
て
、
い
っ
た

で
し
よ
！
（
上
田
・
下
一
七
八
）

ｌ
は
初
め
て
訪
れ
た
ア
ル
ム
お
ん
じ
の
山
小
屋
で
の
発
言
、
２
は
山
へ
や
っ
て
き
た
ク
ラ
ラ
に
語
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
ハ
イ
ジ
の
発

言
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
に
限
ら
ず
、
野
上
版
で
は
一
貫
し
て
「
あ
た
し
」
が
使
用
さ
れ
、
上
田
版
で
は
「
わ
た
し
」
が
使
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
山
本
版
で
は
「
あ
た
い
」
「
あ
た
し
」
が
併
用
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
女
性
の
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る

「
わ
た
し
」
と
「
あ
た
し
」
「
あ
た
い
」
で
は
、
そ
の
発
話
者
に
対
す
る
印
象
は
異
な
る
も
の
と
な
る
。
「
わ
た
し
」
は
性
別
を
問
わ
ず
一

般
的
に
使
わ
れ
る
一
人
称
代
名
詞
で
あ
る
が
、
「
あ
た
し
」
「
あ
た
い
」
は
色
の
付
い
た
表
現
で
あ
る
。
金
水
敏
編
『
役
割
語
小
辞
典
』

（
二
○
一
四
年
）
の
「
あ
た
し
」
の
項
目
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

昨
年
の
調
査
対
象
で
あ
っ
た
二
つ
の
翻
訳
で
の
人
称
代
名
詞
の
あ
り
よ
う
と
比
較
す
る
と
、
と
り
わ
け
戯
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
。

ｌ
あ
た
し
ど
こ
で
寝
る
の
、
お
ぢ
い
さ
ん
（
野
上
・
二
一
）

祖
父
さ
ん
！
あ
た
い
何
処
へ
寝
る
の
？
（
山
本
・
二
七
）

わ
た
し
は
ど
こ
で
寝
る
の
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
？
（
上
田
・
上
三
七
）

２
あ
た
し
の
云
っ
た
通
り
で
せ
う
。
（
中
略
）
お
ぢ
い
さ
ん
と
山
の
上
に
暮
ら
す
の
が
、
世
界
ぢ
う
で
一
番
美
し
い
暮
ら
し
方
よ
。

役
割
語
と
し
て
は
、
一
般
的
な
女
性
像
を
表
す
〈
女
こ
と
ば
〉
で
あ
り
、

し
て
ふ
る
ま
う
人
物
が
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
用
い
る
。
同
様
の
女
性
像
を
担
う
自
称
詞
と
し
て
他
に
「
わ
た
し
」
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
「
あ
た
し
」
に
は
堅
苦
し
さ
の
な
い
、
よ
り
自
然
体
の
女
性
像
や
、
幼
さ
、
生
意
気
さ
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。

特
に
活
発
、
お
転
婆
な
女
性
像
を
想
起
さ
せ
る
。
女
性
と

（
野
上
・
二
六
五
）
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「
あ
た
し
」
よ
り
も
さ
ら
に
俗
語
的
な
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
に
従
う
な
ら
ば
、
野
上
版
に
描
か
れ
る

ハ
イ
ジ
の
姿
は
、
ま
さ
に
明
治
・
大
正
期
の
「
若
く
」
「
活
発
」
な
「
自
然
体
」
の
「
少
女
」
の
典
型
的
な
姿
を
想
起
さ
せ
る
物
言
い
と

な
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
が
山
本
版
の
楓
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強
く
な
り
、
よ
り
一
層
の
特
定
の
属
性
の
強
調
が
な
さ
れ

て
い
る
と
お
ぽ
し
い
。
菅
沼
は
楓
に
「
わ
た
く
し
」
「
わ
た
し
」
が
使
用
さ
れ
な
い
の
は
、
都
会
（
本
間
家
）
と
は
本
質
的
に
相
容
れ
な

い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
た
。
首
肯
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
上
田
版
で
は
一
貫
し
て
「
わ
た
し
」
が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
他
の
女
性
た
ち
と
の
差
異
を
生
み
出
す
こ
と
は
な
く
、
そ
の
面
か
ら
は
作
中
人
物
の
個
性
が
際
立
つ
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
え

る
。
な
お
『
楓
物
語
』
の
久
良
子
に
も
「
あ
た
し
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
名
門
家
の
お
嬢
様
と
し
て
は
や
や
砕
け

た
物
言
い
で
あ
る
が
、
「
山
」
側
の
人
に
同
調
す
る
者
と
し
て
、
こ
れ
も
こ
の
作
品
の
特
徴
的
な
あ
り
方
と
連
動
し
て
い
る
表
現
と
し
て

理
解
さ
れ
る
。
な
お
久
良
子
の
物
言
い
と
し
て
、
楓
の
呼
び
方
に
変
化
の
あ
る
こ
と
が
大
貫
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
登
場
時

は
「
あ
な
た
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
が
、
慣
れ
親
し
む
に
つ
れ
て
「
あ
ん
た
」
と
な
る
。
し
か
し
、
と
も
に
学
び
の
場
に
つ
く
と
「
貴
女
」

と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
平
野
は
、
か
つ
て
の
楓
と
は
異
な
り
、
教
養
を
身
に
つ
け
た
段
階
で
久
良
子
を
呼
ぶ
際
、
通
常
は

「
あ
な
た
」
を
使
う
と
こ
ろ
、
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
る
と
以
前
の
よ
う
に
「
あ
ん
た
」
と
呼
ん
で
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
用
例
が
意

図
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
ひ
と
ま
ず
措
く
こ
と
に
す
る
が
、
役
割
語
の
戦
略
的
な
使
用
法
で
あ
る
な
ら
ば
興
味
深
い
。

他
方
、
男
性
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ハ
イ
ジ
の
山
で
の
生
活
に
お
い
て
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
な
る
羊
飼
い
の
ペ
ー
タ
ー
は
、

の
一
つ
で
あ
り
、
主
に
同
等
の
相
手
と
話
す
際
に
用
い
ら
れ
た
。
文
献
に
は
明
治
中
期
頃
か
ら
見
ら
れ
る
」
「
主
と
し
て
女
性
が
用
い
る

さ
ら
に
同
書
の
「
あ
た
い
」
の

２
つ
で
あ
り
、
主
に
同
等
の
相

一
人
称
代
名
詞
（
〈
女
こ
と
ば
〉
）
。の

付
い
て
い
な
い
少
女
や
、

（
中
略
）
明
治
・
大
正
期
の
小
説
で
は
、
「
あ
た
し
」
を
用
い
る
の
は
、

お
転
婆
で
思
っ
た

項
に
は

男
勝
り
な
性
格
の
女
性
や
教
養
・
知
性
・
品
位
の
低
い
女
性
の
話
し
手

「
も
と
も
と
は

こ
と
を
な
ん
で
も
口
に
出
す
活
発
な
若
い
女
性
が
多
い
。

東
京
下
町
、
ま
た
は
花
柳
界
の
芸
者
や
芸
者
見
習
い
の
少
女
が
用
い
る
自
称
詞

幼
く
、
女
性
ら
し
い
落
ち
着
き
や
つ
つ
ま
し
さ
が
ま
だ
身
に

を
想
起
さ
せ
る
」
と
あ
り
、

（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）
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野
上
版
と
山
本
版
で
は
「
ぼ
く
」
、
上
田
版
で
は
「
お
れ
」
を
も
っ
ぱ
ら
使
用
し
て
い
る
。
も
と
も
と
へ
り
く
だ
り
の
自
称
詞
と
し
て
使

用
さ
れ
て
き
た
「
ぼ
く
」
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
書
生
が
使
う
こ
と
で
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
こ
の
こ
と
ば
は
知
的

な
エ
リ
ー
ト
層
や
若
年
層
の
男
子
に
広
が
り
、
今
に
至
る
。
前
年
度
の
調
査
で
は
、
「
ぼ
く
」
を
使
用
す
る
野
上
版
の
ペ
ー
タ
ー
が
ど
こ

か
ナ
イ
ー
ブ
で
未
成
熟
か
つ
ひ
弱
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
に
、
こ
の
自
称
詞
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
「
ぼ
く
」
に
対
し
て
非
知
的
、
野
卑
な
印
象
を
与
え
る
人
称
詞
が
上
田
版
ペ
ー
タ
ー
の
使
用
す
る
「
お
れ
」
で
あ
る
と
し
、
上

田
版
で
「
ぼ
く
」
を
使
用
す
る
の
は
、
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
、
ク
ラ
ッ
セ
ン
、
ゼ
バ
ス
チ
ャ
ン
と
い
っ
た
都
会
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
の
人
間
ば

か
り
で
あ
り
、
村
（
架
空
の
村
デ
ル
フ
リ
）
に
住
む
少
年
と
は
や
は
り
明
確
な
描
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
も
述
べ
た
。
一
方
ハ
イ
ジ

の
祖
父
で
あ
る
ア
ル
ム
お
ん
じ
は
、
野
上
版
・
上
田
版
と
も
に
「
わ
し
」
と
い
う
老
人
を
想
起
さ
せ
る
一
人
称
代
名
詞
を
常
用
す
る
が
、

「
わ
し
」
は
老
人
語
や
博
士
語
と
い
っ
た
役
割
語
に
よ
く
見
え
る
も
の
で
、
年
配
者
の
権
威
あ
る
物
言
い
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
山
本
版
で
は
「
わ
し
」
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
野
卑
な
印
象
を
与
え
る
「
お
れ
」
が
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

年
配
の
男
性
と
い
う
よ
り
も
山
に
住
む
屈
強
な
男
性
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
お
ぼ
し
い
。
さ
ら
に
そ
の
一
方
で
「
天
の
父
よ
。
此
の
罪
深

い
私
（
わ
た
く
し
）
は
神
の
子
と
な
る
値
打
は
あ
り
ま
せ
ん
が
」
（
山
本
・
二
五
八
）
と
「
わ
た
く
し
」
と
い
う
自
称
詞
も
使
用
し
て
お

り
、
こ
れ
は
野
上
版
の
ア
ル
ム
お
ん
じ
に
見
ら
れ
る
「
わ
た
し
」
と
同
様
に
、
主
に
都
会
の
人
々
を
相
手
に
し
た
時
に
現
れ
て
お
り
、
ア

ル
ム
お
ん
じ
と
い
う
人
物
が
社
会
的
常
識
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
、
「
お
れ
」
と
の
振
り
幅
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
よ
り
強
調
し
て
想
起
さ

せ
る
役
割
語
と
し
て
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
役
割
語
と
し
て
機
能
す
る
文
末
の
表
現
に
関
し
て
も
、
山
本
版
の
楓
に
お
い
て
は
野
上
版
、
上
田
版
に
比
し
て
よ
り
砕
け
た
男

性
寄
り
の
中
性
的
な
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
今
は
す
べ
て
省
略
に
従
う
。
な
お
清
水
は
、
判
断
や
主
張

を
相
手
に
知
ら
せ
る
終
助
詞
「
よ
」
に
つ
い
て
、
楓
や
お
ん
じ
、
弁
太
の
母
や
祖
母
な
ど
の
使
用
例
を
調
査
し
、
相
手
へ
の
強
制
力
が
よ

り
強
い
「
ぞ
」
や
卑
俗
な
「
ぜ
」
と
違
っ
て
、
右
の
人
物
た
ち
の
優
し
さ
や
品
位
を
よ
く
う
か
が
わ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
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本
節
で
は
山
本
版
の
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
楓
物
語
』
の
本
文
は
総
ル
ビ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
・
大
正
期
の
作
品
に
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
珍
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
付
さ
れ
て
い
る
ル
ビ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
は
問
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
外
来
語
に
ど
の
よ
う
な
表
記
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
ル
ビ
は
ど
う

い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
流
入
し
て
き
た
新
し
い
事
物
や
概
念
を
表
す
外
国
語
に
対
応
す
る
た
め
、
漢
訳
洋
書
か

ら
借
用
し
た
り
（
電
気
・
電
報
・
地
球
・
銀
行
・
化
学
・
直
径
・
新
聞
な
ど
）
、
日
本
独
自
の
漢
語
を
創
出
（
和
製
漢
語
）
し
た
こ
と

（
哲
学
・
喜
劇
・
郵
便
・
美
学
・
概
念
・
目
的
・
理
想
な
ど
）
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
受
講
生
が
拾
い
上
げ
て
き
た
も
の
を

記
す
。
な
お
ル
ビ
は
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
使
い
分
け
の
基
準
や
方
法
論
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
こ

こ
で
は
ひ
ら
が
な
に
統
一
し
て
示
す
（
五
十
音
順
）
。

伊
太
利
（
い
た
り
－
）
・
聖
名
（
く
り
す
ち
ゃ
ん
ね
い
む
）
・
珈
琲
（
こ
ー
ひ
ー
）
・
襯
衣
（
し
や
つ
）
・
肩
掛
（
し
よ
Ｉ
る
）
・
瑞
西

（
す
う
い
す
）
・
洋
袴
（
ず
ぼ
ん
）
・
腸
詰
（
そ
う
せ
い
ぢ
）
・
乾
酪
（
ち
い
ず
）
・
食
卓
（
て
Ｉ
ぶ
る
）
・
卓
子
（
て
－
ぶ
る
）
・
小
刀

（
な
い
ふ
）
・
煙
管
（
ぱ
い
ぷ
）
・
牛
酪
（
ば
た
）
・
巴
里
（
ば
り
）
・
麺
麺
（
ば
ん
）
・
手
巾
（
は
ん
け
ち
）
・
白
銀
（
ぷ
ら
ち
な
）
・
鈴

（
く
る
）
・
故
郷
病
（
ほ
－
む
し
つ
く
）
・
衣
裏
（
ぼ
け
っ
と
）

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
や
街
の
名
前
か
ら
日
常
生
活
用
品
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
伊
太
利
・
巴
里
・
珈
琲
な
ど
の
よ
う
な

外
国
語
の
原
音
に
近
い
借
音
で
記
さ
れ
る
も
の
以
外
は
、
い
わ
ゆ
る
熟
字
訓
の
方
法
で
外
国
語
に
対
応
す
る
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

洋
袴
（
ず
ぼ
ん
）
や
腸
詰
（
そ
う
せ
い
ぢ
）
、
故
郷
病
（
ほ
ｌ
む
し
つ
く
）
な
ど
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多

た
0

四
特
異
な
表
記
に
つ
い
て
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く
は
現
代
日
本
語
で
は
す
で
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
が
翻
訳
さ
れ
た
当
時
の
日
本
語
の
表
記
法
と
し
て
、
外
国
語
の

受
容
と
い
う
点
で
興
味
深
い
用
例
で
あ
る
。
チ
ー
ズ
を
表
す
乾
酪
に
つ
い
て
、
石
澤
は
ア
ル
ム
お
ん
じ
に
関
わ
り
の
あ
る
チ
ー
ズ
は
漢
字

表
記
さ
れ
、
弁
太
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の
に
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
と
報
告
す
る
。
こ
の
使
い
分
け
が
意
図
的
な
も
の
で
あ

る
か
は
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
学
作
品
の
一
手
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
外
来
語
に
限
ら
ず
、
現
代
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
ル
ビ
の
あ
り
よ
う
も
整
理
し
て
お
く
。
こ
こ
で
も
受
講
生
が
拾
い
上
げ
て
き

た
特
徴
的
な
も
の
を
列
挙
す
る
（
五
十
音
順
）
。

冷
笑
ひ
（
あ
ざ
わ
ら
ひ
）
・
彼
処
（
あ
す
こ
）
・
周
囲
（
あ
た
り
）
・
四
辺
（
あ
た
り
）
・
四
周
（
あ
た
り
）
・
通
例
（
あ
た
り
ま
へ
）
・

遠
方
近
方
（
あ
ち
こ
ち
）
・
後
程
（
あ
と
で
）
・
不
可
な
い
（
い
け
な
い
）
・
勿
け
な
い
（
い
け
な
い
）
・
一
望
（
い
ち
ま
う
）
・
平
常

（
い
つ
も
）
・
常
時
（
い
つ
も
）
・
例
（
い
つ
も
）
・
種
々
（
い
ろ
い
ろ
）
・
種
々
（
い
ろ
い
ろ
）
・
種
々
と
（
い
ろ
い
ろ
と
）
・
種
ん
な

（
い
ろ
ん
な
）
・
獣
頭
い
た
（
う
な
づ
い
た
）
・
御
妻
さ
ん
（
お
か
み
さ
ん
）
・
祖
父
さ
ん
（
お
ぢ
い
さ
ん
）
・
落
付
（
お
ち
つ
き
）
・
母

さ
ん
（
お
つ
か
さ
ん
）
・
御
母
さ
ん
（
お
つ
か
さ
ん
）
・
恐
か
な
い
（
お
っ
か
な
い
）
・
温
良
し
い
（
お
と
な
し
い
）
・
穏
な
し
い
（
お

と
な
し
い
）
・
各
自
（
お
の
お
の
）
・
祖
母
さ
ん
（
お
ば
あ
さ
ん
）
・
阿
母
（
お
ふ
く
ろ
）
・
爺
（
お
や
ぢ
）
・
父
爺
（
お
や
ぢ
）
・
可
成

（
か
な
り
）
・
可
な
り
（
か
な
り
）
・
空
虚
（
か
ら
）
・
整
然
と
（
き
ち
ん
と
）
・
屹
度
（
き
っ
と
）
・
極
っ
て
る
（
き
ま
っ
て
る
）
・
衣

服
（
き
も
の
）
・
布
（
き
れ
）
・
足
疲
れ
た
（
く
た
び
れ
た
）
・
呉
れ
（
く
れ
）
・
小
供
（
こ
ど
も
）
・
小
児
（
こ
ど
も
）
．
左
様
（
さ
う
）
・

漂
泊
う
（
さ
す
ら
う
）
・
先
程
（
さ
つ
き
）
・
左
様
な
ら
（
さ
よ
な
ら
）
．
然
し
（
し
か
し
）
・
確
か
り
（
し
つ
か
り
）
・
不
動
と
（
じ

っ
と
）
・
熱
つ
と
（
じ
っ
と
）
・
了
っ
た
（
し
ま
っ
た
）
．
終
っ
た
（
し
ま
っ
た
）
・
短
上
衣
（
じ
ゃ
け
つ
）
・
数
年
前
（
す
う
ね
ん
ぜ

ん
）
．
直
ぐ
（
す
ぐ
）
・
万
事
万
端
（
す
べ
て
）
．
左
様
（
そ
う
）
・
相
（
そ
う
）
・
戸
外
（
そ
と
）
・
橘
外
（
そ
と
）
・
夫
り
や
（
そ
り

や
）
．
夫
れ
（
そ
れ
）
・
丈
け
（
だ
け
）
・
爺
（
ぢ
ぢ
い
）
・
整
然
と
（
ち
ゃ
ん
と
）
・
短
上
衣
（
ち
よ
つ
き
）
・
一
寸
（
ち
ょ
っ
と
）
・

交
際
（
つ
き
あ
い
）
・
突
剣
鈍
（
つ
っ
け
ん
ど
ん
）
・
力
め
て
（
つ
と
め
て
）
・
積
り
（
つ
も
り
）
・
出
會
し
（
で
つ
く
わ
し
）
・
何
う

－78－



か
（
ど
う
か
）
・
何
う
し
て
（
ど
う
し
て
）
。
何
卒
（
ど
う
ぞ
）
・
遂
々
（
と
う
と
う
）
．
到
頭
（
と
う
と
う
）
・
乍
ら
（
な
が
ら
）
・
普

通
（
な
み
）
・
装
（
な
り
）
・
寝
室
（
ね
ま
）
・
斗
り
（
ば
か
り
）
・
梯
子
（
は
し
）
・
階
段
（
は
し
ご
）
・
二
歳
（
ふ
た
つ
）
・
平
常
着

（
ふ
だ
ん
ぎ
）
・
室
（
へ
や
）
・
変
的
古
（
へ
ん
て
こ
）
・
方
（
ほ
う
ぽ
う
）
・
蓬
々
（
ぼ
う
ぼ
う
）
・
真
個
（
ほ
ん
と
）
・
真
逆
（
ま
さ

か
）
．
直
に
（
ま
さ
に
）
・
真
個
（
ま
っ
た
く
）
。
全
然
（
ま
る
で
）
・
周
囲
（
ま
わ
り
）
・
見
た
い
（
み
た
い
）
・
身
姿
（
み
な
り
）
・

総
ん
な
（
み
ん
な
）
・
六
敷
い
、
六
ヶ
敷
い
（
む
づ
か
し
い
）
・
矢
鱈
（
や
た
ら
）
・
試
っ
て
（
や
っ
て
）
・
辛
っ
と
（
や
っ
と
）
・
矢

張
り
（
や
っ
ぱ
り
）
・
外
国
（
よ
そ
）
・
宜
敷
く
（
よ
ろ
し
く
）
・
岐
路
（
わ
か
れ
み
ち
）
・
病
ふ
（
わ
づ
ら
ふ
）

い
さ
さ
か
用
例
が
多
く
な
っ
た
が
、
先
の
外
来
語
の
表
記
と
同
様
の
手
法
で
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
た
と
え
ば
、
突

剣
鈍
（
つ
っ
け
ん
ど
ん
）
や
変
的
古
（
へ
ん
て
こ
）
・
矢
鱈
（
や
た
ら
）
・
矢
張
り
（
や
っ
ぱ
り
）
な
ど
は
借
音
や
借
訓
に
よ
っ
て
記
述
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
多
数
は
熟
字
訓
と
し
て
漢
字
表
記
が
選
ば
れ
て
い
る
。
冷
笑
ひ
（
あ
ざ
わ
ら
ひ
）
・
通
例
（
あ
た
り
ま
へ
）
・

遠
方
近
方
（
あ
ち
こ
ち
）
・
温
良
し
い
（
お
と
な
し
い
）
・
整
然
と
（
き
ち
ん
と
、
ち
や
ん
と
）
・
足
疲
れ
た
（
く
た
び
れ
た
）
・
漂
泊
う

（
さ
す
ら
う
）
・
短
上
衣
（
じ
ゃ
け
っ
、
ち
よ
つ
き
）
・
万
事
万
端
（
す
べ
て
）
・
普
通
（
な
み
）
・
装
（
な
り
）
・
試
っ
て
（
や
っ
て
）
・
岐

路
（
わ
か
れ
み
ち
）
な
ど
は
一
種
の
言
葉
遊
び
の
よ
う
な
当
て
字
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
山
本
憲
美
の
創
意
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
当
時
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
、
今
回
は
そ
こ
ま
で
の
調
査
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
・
大
正
期
の
日
本
語
の
問

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
対
象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
原
は
「
不
可
な
い
』
と
「
勿
け
な
い
」
の
違
い
に
着
目
し
、
前
者
は
禁
止
や
強

制
と
い
っ
た
強
い
も
の
に
使
用
し
、
後
者
は
穏
や
か
に
指
摘
し
た
り
言
い
聞
か
せ
た
り
す
る
時
に
使
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
用
例
調
査
が
待
た
れ
る
。
三
好
か
ら
も
い
く
つ
か
の
同
じ
語
の
異
表
記
に
関
し
て
、
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
こ

れ
ら
以
外
で
は
、
現
代
日
本
語
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
副
詞
や
接
続
詞
、
副
助
詞
の
漢
字
表
記
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
も

付
言
し
て
お
く
。
竹
ノ
谷
を
は
じ
め
多
く
の
受
講
生
が
指
摘
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
日
本
語
の
表
記
法
と
の
関
わ
り
で

れ
ら
以
外
で
は
、
現
代
日
本
一

付
言
し
て
お
く
。
竹
ノ
谷
を
皿

考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
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前
稿
で
は
属
性
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
ハ
イ
ジ
の
走
る
行
為
に
ま
つ
わ
る
表
現
の
多
用
を
指
摘
し
た
。
す

な
わ
ち
「
走
る
」
「
駆
け
る
」
「
飛
ぶ
」
「
飛
び
上
が
る
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
は
野
上
版
、
上
田
版
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
定
延
（
二
○
一
二
で
は
、
あ
る
種
の
行
為
が
動
作
主
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
暗
に
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
を
「
表

現
キ
ャ
ラ
ク
タ
」
と
呼
ん
だ
。
ハ
イ
ジ
の
「
走
る
」
や
「
駆
け
る
」
は
い
さ
さ
か
直
裁
的
で
は
あ
る
が
、
「
山
」
「
都
会
」
を
問
わ
ず
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
で
彼
女
の
人
と
な
り
を
示
す
「
表
現
キ
ャ
ラ
ク
タ
」
に
な
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
じ
属
性
を
示
す

も
の
と
し
て
「
叫
ぶ
」
が
あ
る
と
、
中
島
と
内
田
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
通
常
の
生
活
に
お
い
て
「
叫
ぶ
」
と
い
う
行
為
を
す
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
楓
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
よ
く
う
か
が
わ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。
な
お
内
田
は

「
不
思
議
そ
う
に
」
と
い
う
こ
と
ば
も
楓
に
よ
く
使
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

最
後
に
。
ド
イ
ツ
の
留
学
生
で
あ
る
ル
ー
カ
ス
は
、
原
著
（
ド
イ
ツ
語
版
）
の
表
現
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
物
語
の
大
筋
に
変
更
は
な

い
も
の
の
、
細
部
の
描
写
に
は
多
く
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
原
著
で
は
喜
ば
せ
る
た
め
に
「
猫
で
も
亀
で
も

持
っ
て
い
け
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
山
本
版
で
は
「
な
ん
で
も
」
と
い
う
よ
う
に
一
纏
め
に
さ
れ
る
。
ま
た
少
女
の
赤
い
頬
の
こ
と
を
日
本

語
で
は
林
檎
で
形
容
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、
こ
れ
も
ド
イ
ツ
語
版
で
は
単
に
赤
色
を
示
す
の
み
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
表
現
の
差
異

は
、
翻
訳
者
の
表
現
の
選
択
と
い
う
個
人
的
な
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
独
双
方
の
言
語
文
化
の
違
い
を
表
す
も
の
と
し
て
捉
え
る

二
○
一
六
年
度
、
二
○
一
七
年
度
の
村
上
春
樹
の
翻
訳
に
見
る
役
割
語
の
調
査
に
引
き
続
き
行
っ
た
昨
年
度
と
今
年
度
の
共
同
研
究
で

あ
る
が
、
新
旧
の
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
に
お
い
て
、
物
語
に
お
け
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、
役
割
語
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

五
そ
の
他
の
諸
問
題
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人
物
像
の
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
時
に
は
戯
画
的
に
過
ぎ
る
使
用
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
内
部

の
論
理
（
あ
る
い
は
世
界
観
）
に
し
た
が
っ
て
役
割
語
が
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
同
一
人
物
が
同
じ
よ
う
な
人
物
像
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
山
本
憲
美
の
『
楓
物
語
』
は
作
中
人
物
の

命
名
か
ら
特
異
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
役
割
語
を
は
じ
め
と
し
て
表
現
、
表
記
に
調
査
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
に

よ
り
キ
ワ
モ
ノ
と
し
て
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
こ
の
作
品
を
、
大
正
時
代
の
日
本
語
、
大
正
時
代
の
翻
訳

作
品
と
し
て
、
正
し
く
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
度
の
共
同
研
究
は
そ
の
端
緒
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
演
習
中
の
限
ら
れ
た
時
間
で
の
調
査
ゆ
え
、
深
み
や
広
が
り
の
な
い
考
察
に
終
わ
っ
た
憾
み
は
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
向
後
の
課
題
と
す
る
。
演
習
で
の
報
告
や
議
論
、
さ
ら
に
は
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
す
べ
て
を
こ
こ

に
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
受
講
生
各
自
が
提
示
し
て
く
れ
た
多
様
な
着
眼
点
は
今
後
の
継
続
的
な
調
査
、
考
察
に
繋
が
る
も
の

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
報
告
は
受
講
生
の
取
り
組
み
と
指
摘
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
責
は
す
べ
て
稿
者
に
あ
る
。

（
２
）
映
画
「
風
と
共
に
去
り
い
」
二
九
三
九
年
、
日
本
公
開
一
九
五
二
年
）
の
主
人
公
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
の
世
話
係
で
あ
る
黒
人
女
性

マ
ミ
ー
の
発
言
に
は
、
「
い
ん
や
、
駄
目
で
ご
ぜ
え
ま
す
だ
。
こ
の
前
の
園
遊
会
の
と
き
に
は
、
私
が
病
気
し
た
も
ん
だ
で
、
お

出
か
け
な
さ
る
前
に
食
事
を
お
す
す
め
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
向
こ
う
へ
行
っ
て
か
ら
、
あ
ん
な
ぶ
ざ
ま
な
こ
と
を
し
で
か
し

た
で
は
ね
え
だ
か
。
こ
れ
を
一
つ
残
ら
ず
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
だ
よ
」
と
、
東
北
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

東
北
弁
に
は
「
無
教
養
の
田
舎
者
が
話
す
こ
と
ば
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
原
作
の
登
場
人
物
の
イ
メ
ー

（
１
）
中
村
一
夫
・
二
○
一
八
年
度
﹇

四

○

号

、

二

○

一

九

年

三

月

）

八
年
度
日

へ

洋
一

本
語
学
ゼ
ミ
生
「
ハ
イ
ジ
は
ど
ん
な
少
女
か
ｌ
新
旧
の
翻
訳
と
役
割
語
ｌ
」
（
「
国
文
学
論
輯
」
第
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※
参
考
．
．
『
楓
物
語
』
登
場
人
物
（
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の
標
準
的
な
呼
称
と
併
記
す
る
）

楓
（
ハ
イ
ジ
）
一
歳
の
時
に
両
親
を
亡
く
す
。
五
歳
で
ア
ル
ム
ヘ
・
八
歳
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
赴
く
が
、
病
を
得
た
た
め
、
再
び

※
本
文
を
引
用
す
る
場
合
は
翻
訳
者
の
姓
の
あ
と
に
ペ
ー
ジ
数
を
付
し
て
い
る
。
な
お
上
田
版
は
上
・
下
二
分
冊
な
の
で
、
そ
の
旨
を
書

ジ
に
合
致
す
る
た
め
に
、
東
北
弁
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
（
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
、
朝
日
祥
之
「
翻
訳
と
方
言

映
画
の
吹
き
替
え
翻
訳
に
見
ら
れ
る
日
米
の
方
言
観
」
、
「
日
本
語
学
」
一
九
九
九
年
）

（
３
）
定
延
利
之
『
日
本
語
社
会
の
ぞ
き
キ
ャ
ラ
く
り
』
（
二
○
三
年
）

（
４
）
金
水
敏
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
作
品
、
村
上
春
樹
の
小
説
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
」

（
定
延
利
之
編
『
「
キ
ャ
ラ
」
概
念
の
広
が
り
と
深
ま
り
に
向
け
て
』
二
○
一
八
年
、
所
収
）

（
５
）
分
類
に
見
え
る
「
メ
ン
タ
ー
」
は
良
き
指
導
者
、
優
れ
た
助
言
者
を
表
し
、
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
は
物
語
に
登
場
す
る
い
た
ず

ら
者
（
秩
序
の
破
壊
者
兼
創
造
者
）
、
「
影
」
は
主
人
公
の
最
大
の
敵
を
表
す
。

久
良
子
（
ク
ラ
一
一

り
四
歳
年
長
。

（
ク
ラ
ラ

弁
太す

。

き
加
え
た
。

お
じ
い
さ
ん
（
ア
ル
ム
』

山
に
住
む
。
七
十
代
。

弁
太
（
ペ
ー
タ
ー
）
幸

（
ア
ル
ム
お羊

ア
ル
ム
ヘ
戻
る
。

）
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
名
家
本
間
（
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
）
家
の
子
女
。
足
を
悪
く
し
て
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
楓
よ

ん
じ
）

飼
い
の
少
年
。楓

の
父
方
の
祖
父
。
昔
は
村
人
た
ち
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
が
、
今
は
訳
あ
っ
て
一
人
で

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
村
の
山
羊
を
山
へ
連
れ
て
行
き
、
放
牧
さ
せ
る
。
祖
母
、
母
と
暮
ら
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古
井
（
ロ
ッ
テ
ン
マ
イ
ァ
ー
）
本
間
家
の
召
使
い
の
監
督
役
。
家
事
一
切
を
取
り
仕
切
る
。
楓
に
つ
ら
く
あ
た
る
。
使
用
人
に
柴
田

（
ゼ
バ
ス
チ
ャ
ン
）
と
お
常
（
テ
ィ
ネ
ッ
テ
）
が
い
る
。

本
間
（
ゼ
ー
ゼ
マ
ン
）
久
良
子
の
父
親
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
欧
州
中
を
忙
し
く
駆
け
回
っ
て
い
る
。

隠
居
（
大
奥
さ
ま
）
久
良
子
の
祖
母
（
本
間
の
母
）
。
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
住
む
。
楓
の
よ
き
理
解
者
。

倉
瀬
（
ク
ラ
ッ
セ
ン
）
久
良
子
の
主
治
医
。
楓
の
よ
き
理
解
者
。
の
ち
に
楓
の
お
じ
い
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
。

伊
達
（
デ
ー
テ
）
楓
の
叔
母
（
母
親
の
妹
）
。
楓
が
両
親
を
亡
く
し
た
後
、
一
人
で
彼
女
を
育
て
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
働
き
に

出
る
こ
と
に
な
り
、
楓
を
祖
父
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
く
。
初
登
場
時
二
六
歳
。
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